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クラウド上のモデル駆動開発ツール、CloudMDD の開発 
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 ソフトウェア開発手法のひとつとして、モデルからコードを自動生成するモデル駆動

開発（以下 MDD）というものがある。しかし MDD は、ツールが高価、開発環境の導入

が面倒などの理由から、一般的に普及していない。 

 そこで本プロジェクトでは、クラウドコンピューティングを用いて、モデル駆動開発環

境を開発することによって、大勢の人が簡単に MDD を利用できるようにし、アプリケ

ーションの開発をより円滑にできるようにする。さらにクラウドの利点を生かし、インタ
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ーネット上での動作確認や、協調開発の機能を実装する。またあらゆるドメインに対

応できるような、モデル駆動開発のコアの部分を開発することを目的とするため、汎

用的なモデルを用いる。これによりユーザは自分たちの用意した外部関数を登録す

ることで、自分たちの開発したいドメインのソフトウェアを開発することができる。 

 本プロジェクトではクラウドコンピューティング上の開発環境を実現するため、ブラウ

ザで動作するモデルエディタと、サーバ上で動作するモデルコンパイラ、モデル管理

サーバなどのサブシステムを開発する。 

最終的には SaaS（Software as a Service）型のソフトウェア開発環境としてサービスを

提供し、在宅開発などのスタイルをとる会社や教育目的として大学をターゲットにビジ

ネス展開を目指す。 

 

 

 

 モデル駆動開発ツールをクラウド上で作るというもの。もう、いつまでも人間がプロ

グラムを直接作るのはやめて、はやくコンピュータが自動生成してくれる時代が来ると

いいなと思っているが、そこに駒を一歩進める。 

 開発は、非常に野心的で、彼らも技術的にもしっかりしたものを持っている。しかし

想像以上に大規模な開発になると思われるので、とにかく単純な例でいいからコード

が生成されるところまで作ってしまって、開発者自身の気持ちを高めながら進めるの

がいいと思う。モチベーションを常に最大にして、期間中は狂ったように作り続けない

と間に合わない。 

    

    

 

現在MDDは注目を浴びているのだが、MDDツールは非常に高価であり、導入も困

難なため、簡単には MDD ツールを利用できないという欠点がある。例えば IBM 

Rational Rhapsody では通常ライセンス＋12 ヵ月間のサポートで税込 1,827,000 円、フ

ローティングライセンス＋12 ヵ月間のサポートで税込 4,120,200 円である。またツール

はローカル PC にインストールするタイプなので、複数人で使用する場合すべての PC

でインストール作業をしなければならないなどの問題がある。MDD の手法をより多く

の人に利用してもらうためには Web ベースの MDD ツールがあれば、ブラウザさえあ

れば手軽に MDD を試せる状況になる。本プロジェクトでは誰でもいつでもどこでも

MDD を行える状況にするために Web ベースの MDD ツールを開発する。 
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本プロジェクトでは MDD ツール clooca を開発した。clooca はブラウザで動作するモ

デルエディタとサーバ上で動作するモデルコンパイラからなる。モデルエディタは

HTML＋Javascript でできているためブラウザで軽快に動作する。そのため既存の製

品と違いインストールが不要である。現在完全に対応しているブラウザは Google 

Chrome, Safari, FireFox である。図 1 はモデルエディタの概観である。モデルエディタ

ではクラス図やステートマシン図を描くことができる。 
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モデルエディタにはシミュレーション機能がある。図 2 はシミュレーション画面である。

描いたモデルから Javascript ソースコードを生成することで、テキストベースのシミュ

レーションを行える。これによりブラウザでモデルの動作を確認できる。 
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モデルエディタで描いたモデルからソースコードの生成を行うことができる。ソースコ

ードの生成はサーバに配置されているモデルコンパイラで行う。図 3 は C++のソース

コードのダウンロード画面である。現在生成できるのは Javascript, C++, Python であ

る。 
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本プロジェクトの成果は、MDD 自体の得意分野での開発に加えて、モデリング教育

や、モデル駆動開発の教育など、教育目的での使用に適しているものと言える。また、

既存の MDD ツールと比較しても以下の特長があると言える。 

� ブラウザで URL にアクセスするだけでモデルエディタが使える。 

� モデルエディタは Javascript で実装されているため、Flash が動作しない環境でも

動作する。 

� 大人数が使用する際もいっさいインストール作業が不要である。 

� 他のユーザが作成したモデルを簡単に利用、確認することができる。 

� サンプルモデルの配布が容易にできる。 

� シミュレーションがブラウザ上でできる。 

� Javascript コードを生成してすぐに Web 上に配置できる。 

安価で本システムをサービスとして提供することが可能となる。 

 

    

    

 

開発の工数が非常に多く、最終的に形にできるか不安なプロジェクトであったが、

きちんとユーザを抱えるシステムとしてリリースできたことは素晴らしい。プロジェクト

の途中で、教育目的として授業で実際にこのシステムを使ってもらえたことがよかっ

たのだと思う。 

リーダの部谷君がしっかりとリーダシップを発揮し、プロジェクト全体をよくまとめて

いた。またほかの二人もしっかりとサポートし、リーダからの課題にも応えていた。 

提案時点ではあまり見えてこなかったことも、こうやって実際に動くものを開発して

みると、様々なことがはっきりと見えてくる。前節に述べている既存の MDD とは異なる

特徴の一部は、開発以前ではここまではっきりとは主張できなかったものであった。 

MDD の普及の大きなきっかけとなるシステムになることを期待したい。 

 

 

 

今後の課題として、まずテンプレートの充実が挙げられる。現在のテンプレートは

C++, Javascript, Python に対応しているが、今後 C, Java, Perl などを追加していく必

要がある。またモデルエディタのユーザビリティ強化も課題である。 

また、実際のユーザが増えることで、想定できない課題が数多く出てくるだろうから、

それらを丁寧に解決してゆくことが必要である。 
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